
二
九 

 

 

        
 

 
 

 
 

 
 

 

消
防
庁
舎
及
び
訓
練
施
設
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会
会
議
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第 
一 

日
（ 

十 

二 

月 

二 

十 

七 

日 
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三
一 

 

 

△
案
件 

 

消
防
庁
舎
及
び
訓
練
施
設
等
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て 

 

新
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て 

 

△
会
場 

川
越
地
区
消
防
局 

三
階
講
堂 

 

△
出
席
委
員 

 
 
 

委 

員 

長 
 

柿 

田 
有 
一 

議
員 

 

副
委
員
長 

 

矢 

内 

秀 

憲 

議
員 

 
 
 

委 
 

員 
 

小 

峯 

松 
治 
議
員 

 

委 
 

員 
 

牛 

窪 

喜 

史 

議
員 

 
 
 

委 
 

員 
 

村 

山 

博 

紀 
議
員 

 

委 
 

員 
 

栗 

原 

瑞 

治 

議
員 

 
 
 

委 
 

員 
 

吉 

敷 

賢
一
郎 

議
員 

 

委 
 

員 
 

中 

村 

文 

明 

議
員 

 
 
 

委 
 

員 
 

小 

高 

浩 

行 

議
員 

 
委 

 

員 
 

小 

林 
 
 

薫 

議
員 

 
 
 

委 
 

員 
 

片 

野 

広 

隆 

議
員 

 

△
組
合
議
会
議
長 

 
 
 

議 
 

長 
 

小
ノ
澤 

哲 

也 

議
員 

 

△
組
合
議
会
副
議
長 

 
 
 

副 

議 

長 
 

爲 

水 

順 

二 

議
員 

 

△
説
明
の
た
め
の
出
席
者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

消
防
局
長 

 

齋 

藤 

匡 

央 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次 

長 
 

西 

村 

政 

徳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〃 
 
 
 

浅 

見 
 
 

篤 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
消
防
庁
舎
建
設
準
備
室
長 

 

山 

本 

雄 

一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
消
防
庁
舎
建
設
準
備
室
副
室
長 

 

中 

村 

俊 

規 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
消
防
庁
舎
建
設
準
備
室
主
任 

 

高 

橋 

一
二
三 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

指
揮
統
制
課
長 

 

木 

村 
 
 

寛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

指
揮
統
制
課
副
課
長 

 

采 

澤 

勝 

義 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

指
揮
統
制
課
主
幹 

 

棚 

町 

泰 

浩 

 

△
委
員
会
に
出
席
し
た
職
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

書
記
長 

 

黒 

澤 

博 

行 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

書 

記 
 

田 

中 
 
 

尚 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〃 
 
 
 

落 

合 

昭 

仁 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〃 
 
 
 

瀬 

沼 
 
 

健 

 

○
開 

 

会 
 

午
後
零
時
五
十
二
分 

○
議 

 

題 

 

消
防
庁
舎
及
び
訓
練
施
設
等
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て 

 

新
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て 

柿
田
有
一
委
員
長 

消
防
庁
舎
及
び
訓
練
施
設
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会
は
、
定
足
数
に
達
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
よ
り
開
会
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

直
ち
に
会
議
を
開
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

事
務
局
、
傍
聴
は
。 

 
 
 
 
 

（
「
傍
聴
人
な
し
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
言
う
者
が
い
る
） 

柿
田
有
一
委
員
長 

審
査
に
入
り
ま
す
前
に
、
前
回
の
会
議
の
内
容
を
確
認
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

十
月
二
日
の
会
議
で
は
、
消
防
庁
舎
及
び
訓
練
施
設
等
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
造
成
工
事
に
つ
い
て
、
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
を
資
料
を
基
に
説
明
を

受
け
、
次
に
、
新
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
次

に
、
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
協
議
し
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
が
前
回
の
特
別
委
員
会
の
概
要
で
あ
り
ま
す
。 



三
二 

 

 

 
 
 
 
 
 

続
い
て
、
本
日
の
特
別
委
員
会
で
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

お
手
元
に
配
布
し
て
お
り
ま
す
特
別
委
員
会
次
第
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

本
日
は
、
消
防
庁
舎
及
び
訓
練
施
設
等
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
造
成
工
事

に
つ
い
て
、
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
を
そ
れ
ぞ
れ
単
独
議
題
と
し
、
理
事
者

よ
り
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行
い
ま
す
。
次
に
、
新
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
、
質
疑
を
行
い
ま
す
。
続
い
て
、
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
御

協
議
願
い
、
特
別
委
員
会
を
閉
じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
が
本
日
の
予
定
で
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

こ
れ
よ
り
付
議
事
件
で
あ
り
ま
す
消
防
庁
舎
及
び
訓
練
施
設
等
に
関
す
る
こ
と
に

つ
い
て
審
査
に
入
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

初
め
に
、
造
成
工
事
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

説
明
願
い
ま
す
。 

新
消
防
庁
舎
建
設
準
備
室
長 

そ
れ
で
は
、
議
題
一
、
造
成
工
事
に
つ
い
て
御
説
明
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

初
め
に
、
新
消
防
庁
舎
建
設
予
定
地
の
造
成
工
事
の
概
況
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
本

年
五
月
か
ら
着
手
い
た
し
ま
し
た
第
二
期
盛
土
工
事
が
十
二
月
上
旬
に
完
成
し
た
こ

と
に
伴
い
ま
し
て
、
現
在
、
第
一
期
擁
壁
工
事
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

第
一
期
擁
壁
工
事
は
今
年
度
末
ま
で
を
計
画
し
て
お
り
、
現
在
は
擁
壁
の
基
礎
工
事

の
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

本
日
は
、
前
回
十
月
の
特
別
委
員
会
で
御
説
明
申
し
上
げ
ま
し
た
九
月
以
降
か
ら

十
二
月
中
旬
ま
で
の
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
お
手
元
の
資
料
に
基
づ
き
御
説

明
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

そ
れ
で
は
、
資
料
一
、
造
成
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
一
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く

だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

上
段
写
真
中
で
、
赤
色
の
線
は
敷
地
外
周
を
、
黄
色
の
線
は
総
合
訓
練
場
等
を
計

画
す
る
第
二
期
盛
土
工
の
施
工
範
囲
を
示
し
て
お
り
ま
す
。
次
に
、
下
段
の
写
真
は
、

十
月
下
旬
の
第
二
期
盛
土
工
の
場
内
の
施
工
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

続
き
ま
し
て
、
二
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

上
段
写
真
は
、
敷
地
中
央
付
近
か
ら
北
西
側
を
撮
影
し
た
も
の
で
、
第
一
期
盛
土

の
盛
土
材
を
第
二
期
盛
土
工
へ
二
回
目
の
転
用
に
向
け
た
準
備
の
状
況
で
ご
ざ
い
ま

す
。
次
に
、
下
段
の
写
真
は
、
敷
地
中
央
付
近
か
ら
南
東
側
を
撮
影
し
た
も
の
で
、

第
二
期
盛
土
工
が
終
盤
を
迎
え
た
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

続
き
ま
し
て
、
三
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

上
段
の
写
真
は
、
敷
地
南
側
上
空
か
ら
撮
影
し
た
も
の
で
、
第
二
期
盛
土
工
が
完

了
し
た
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
次
に
、
下
段
の
写
真
は
、
敷
地
西
側
上
空
か
ら
撮
影

し
た
も
の
で
、
第
一
期
盛
土
か
ら
第
二
期
盛
土
へ
の
盛
土
材
の
転
用
が
終
了
し
、
第

二
期
盛
土
が
終
了
し
た
状
況
で
す
。 

 
 
 
 
 
 

第
二
期
盛
土
工
の
概
要
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
施
工
面
積
は
約
一
万
二
千
平
方
メ
ー

ト
ル
、
使
用
し
た
盛
土
材
の
総
量
は
約
二
万
六
千
三
百
立
方
メ
ー
ト
ル
で
ご
ざ
い
ま

す
。
第
二
期
盛
土
の
圧
密
沈
下
期
間
は
約
八
か
月
で
、
想
定
沈
下
量
三
十
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
に
達
す
る
も
の
と
想
定
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

最
後
に
、
今
年
度
末
ま
で
の
造
成
工
事
の
概
要
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
い
ま
一
度
、

三
ペ
ー
ジ
下
段
の
写
真
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

第
一
期
盛
土
の
残
り
部
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、
庁
舎
棟
建
設
工
事
の
範
囲
と
な
る

た
め
、
取
り
崩
し
、
場
内
で
整
地
を
行
い
ま
す
。
次
に
、
整
地
を
行
っ
た
庁
舎
棟
敷

地
外
周
部
に
第
一
期
擁
壁
工
事
を
行
い
、
建
設
工
事
へ
引
き
継
ぐ
予
定
で
ご
ざ
い
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
、
大
変
雑
駁
で
は
あ
り
ま
す
が
、
造
成
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
の
御
説

明
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

柿
田
有
一
委
員
長 

説
明
は
終
わ
り
ま
し
た
。
委
員
の
皆
様
か
ら
御
質
疑
、
御
意
見
等
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
御
発
言
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

よ
ろ
し
い
で
す
か
。 

 
 
 
 
 

（
「
は
い
」
と
言
う
者
が
い
る
） 



三
三 

 

 

柿
田
有
一
委
員
長 

質
疑
が
な
い
よ
う
で
す
の
で
、
質
疑
を
終
了
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
で
造
成
工
事
に
つ
い
て
を
終
了
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

説
明
願
い
ま
す
。 

新
消
防
庁
舎
建
設
準
備
室
長 

議
題
二
、
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

資
料
二
、
川
越
地
区
消
防
局
・
川
越
北
消
防
署
新
庁
舎
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
御

覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

令
和
五
年
十
二
月
現
在
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
令
和
八
年
度
当
初

の
新
庁
舎
供
用
開
始
を
目
途
に
各
種
工
事
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

本
日
御
用
意
い
た
し
ま
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
前
回
十
月
の
特
別
委
員
会
で
御

提
出
い
た
し
ま
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
詳
細
に
整
理
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

御
説
明
に
つ
き
ま
し
て
は
、
資
料
左
側
、
縦
列
の
工
種
ご
と
に
御
説
明
い
た
し
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 

初
め
に
、
造
成
工
事
、
敷
地
内
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
本
年
十
二
月
上
旬
で
第
二
期

盛
土
施
工
作
業
が
終
了
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
庁
舎
敷
地
周
囲
に
第
一
期
擁
壁
工
事

を
年
度
末
ま
で
の
工
期
で
施
工
す
る
計
画
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

続
き
ま
し
て
、
雨
水
貯
留
槽
設
置
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
六
年
度
上
半
期

の
組
合
議
会
へ
契
約
議
案
の
上
程
を
予
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 

第
二
期
盛
土
の
圧
密
沈
下
の
完
了
に
合
わ
せ
て
盛
土
の
搬
出
を
行
い
、
そ
の
後
、

盛
土
が
な
く
な
っ
た
平
坦
な
造
成
基
面
に
雨
水
貯
留
槽
の
設
置
工
事
及
び
第
二
期
擁

壁
工
事
を
行
う
よ
う
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
雨
水
貯
留
槽
設
置
工
事
の
工
程

に
つ
き
ま
し
て
は
、
御
覧
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

続
き
ま
し
て
、
道
路
・
水
路
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

令
和
六
年
度
九
月
以
降
に
第
一
期
外
周
道
路
整
備
工
事
（
水
路
）
・
県
道
改
修
と

い
た
し
ま
し
て
、
建
設
予
定
地
の
南
側
を
流
れ
る
水
路
等
及
び
県
道
等
の
歩
道
等
の

工
事
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
令
和
七
年
度
に
は
、
第
二
期
外
周
道
路
整
備
工
事
（
市
道
）
と
い
た
し
ま

し
て
、
東
側
の
外
周
道
路
及
び
お
成
り
街
道
の
市
道
整
備
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

続
き
ま
し
て
、
建
築
工
事
に
係
る
申
請
・
協
議
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

構
造
適
判
、
省
エ
ネ
適
判
、
計
画
通
知
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
年
度
当
初
か
ら
関

係
機
関
へ
の
申
請
・
協
議
に
着
手
し
、
既
に
手
続
を
済
ま
せ
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
令
和
六
年
度
末
に
は
、
自
家
用
給
油
取
扱
所
及
び
自
家
用
発
電
設
備
の
オ

イ
ル
タ
ン
ク
に
係
る
危
険
物
施
設
設
置
許
可
申
請
及
び
建
物
本
体
の
建
築
物
中
間
検

査
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
令
和
七
年
度
末
に
は
、
自
家
用
給
油
取
扱
所
及
び
自
家
用
発
電
設
備
の
オ

イ
ル
タ
ン
ク
に
係
る
危
険
物
施
設
完
成
検
査
及
び
建
築
物
完
成
検
査
を
行
う
予
定
で

す
。 

 
 
 
 
 
 

続
き
ま
し
て
、
庁
舎
棟
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

本
年
度
三
月
末
頃
か
ら
建
築
工
事
に
着
手
し
、
令
和
七
年
度
十
二
月
十
五
日
を
工

期
末
に
工
事
を
進
め
る
計
画
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
令
和
六
年
一
月
二
十

七
日
土
曜
日
に
、
近
隣
住
民
の
皆
様
を
対
象
と
し
た
建
築
工
事
着
手
に
係
る
説
明
会

を
開
催
す
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
建
築
業
者
が
主
催
す
る
安
全
祈
願
が
二

月
三
日
土
曜
日
に
開
催
さ
れ
る
見
込
み
で
ご
ざ
い
ま
す
。
契
約
後
、
受
注
者
か
ら
御

案
内
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

な
お
、
附
帯
工
事
の
う
ち
給
排
水
そ
の
他
設
備
工
事
に
つ
い
て
は
、
入
札
が
不
調

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
現
在
、
再
度
入
札
の
手
続
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。
落
札
者
が
決
定
し
た
際
に
は
、
令
和
六
年
二
月
頃
に
組
合
議
会
へ
契
約
議
案

の
上
程
を
予
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

そ
の
他
工
程
に
つ
い
て
は
、
御
覧
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

続
き
ま
し
て
、
訓
練
塔
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

現
在
の
計
画
で
は
、
令
和
六
年
度
下
半
期
に
組
合
議
会
へ
契
約
議
案
の
上
程
を
予



三
四 

 

 

定
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

工
事
は
、
令
和
六
年
度
三
月
頃
か
ら
着
手
し
、
令
和
七
年
度
二
月
末
を
工
期
末
に

工
事
を
進
め
る
計
画
で
ご
ざ
い
ま
す
。
な
お
、
工
程
に
つ
い
て
は
、
御
覧
の
と
お
り

で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

続
き
ま
し
て
、
外
構
・
付
属
棟
ほ
か
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

現
在
の
計
画
で
は
、
令
和
七
年
度
下
半
期
か
ら
庁
舎
棟
周
辺
外
構
整
備
工
事
、
訓

練
場
周
辺
外
構
整
備
工
事
、
そ
の
他
付
属
棟
新
築
工
事
、
舗
装
工
事
、
植
栽
工
事
を

行
う
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

な
お
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
現
時
点
の
設
計
段
階
の
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
施

工
業
者
が
決
定
の
際
に
改
め
て
業
者
の
作
成
す
る
施
工
計
画
書
等
に
よ
り
変
更
に
な

る
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
。
変
更
の
際
に
は
、
改
め
て
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
、
大
変
雑
駁
で
あ
り
ま
す
が
、
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
の
御
説
明
で

ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

ま
た
、
十
月
に
行
い
ま
し
た
現
地
視
察
の
際
に
委
員
さ
ん
か
ら
御
要
望
い
た
だ
き

ま
し
た
新
庁
舎
の
配
置
図
、
平
面
図
を
参
考
資
料
と
し
て
御
用
意
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

一
枚
目
は
、
建
設
工
事
実
施
設
計
の
概
要
版
か
ら
抜
粋
し
た
配
置
図
で
ご
ざ
い
ま

す
。
周
辺
道
路
と
の
接
道
状
況
や
庁
舎
棟
、
自
家
用
給
油
取
扱
所
、
訓
練
塔
等
の
配

置
が
御
確
認
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
の
ペ
ー
ジ
に
移
り
ま
し
て
、
左
上
が
ピ
ッ
ト
、
左
下
が
免
震
層
、
右
が
一
階
の

そ
れ
ぞ
れ
平
面
図
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

一
階
は
来
庁
者
の
受
付
や
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
ホ
ー
ル
を
活
用
し
た
住
民
に
向
け
た

防
災
学
習
施
設
、
災
害
対
応
に
当
た
る
川
越
北
消
防
署
、
緊
急
車
両
車
庫
等
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
の
ペ
ー
ジ
は
、
左
が
二
階
、
右
が
三
階
の
平
面
図
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

二
階
は
来
庁
者
、
職
団
員
の
利
用
す
る
大
会
議
室
、
書
庫
等
、
三
階
は
消
防
局
、

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
を
配
置
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
の
ペ
ー
ジ
に
移
り
ま
し
て
、
左
上
は
屋
上
二
及
び
平
面
図
、
左
下
が
四
階
平
面

図
、
右
が
屋
上
屋
根
伏
図
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

四
階
は
、
水
害
に
よ
る
浸
水
時
で
も
機
能
維
持
が
必
要
と
な
る
電
気
室
、
発
電
機

室
、
無
線
機
室
等
の
設
備
を
配
置
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
階
に
は
、
環
境
へ
の

配
慮
と
し
て
太
陽
光
発
電
用
パ
ネ
ル
、
吹
き
抜
け
換
気
塔
を
設
け
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
が
雑
駁
で
は
あ
り
ま
す
が
、
参
考
資
料
の
御
説
明
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

柿
田
有
一
委
員
長 

説
明
は
終
わ
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

委
員
の
皆
様
か
ら
御
質
疑
、
御
意
見
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
御
発
言
を
お
願
い
し

ま
す
。 

小
高
浩
行
委
員 

御
説
明
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

改
め
ま
し
て
新
庁
舎
棟
、
今
回
、
議
場
で
も
議
案
に
上
が
っ
て
ま
す
け
れ
ど
も
、

こ
の
環
境
に
配
慮
し
た
点
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
よ
う
な
配
慮
が
な
さ
れ

た
の
か
と
い
う
こ
と
、
最
終
的
に
な
る
予
定
な
の
か
御
説
明
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。 

新
消
防
庁
舎
建
設
準
備
室
長 

新
庁
舎
棟
に
お
け
る
環
境
配
慮
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
新

庁
舎
棟
で
は
、
参
考
資
料
で
お
示
し
い
た
し
ま
し
た
庁
舎
各
階
中
心
部
に
設
け
た
吹

き
抜
け
を
利
用
し
た
自
然
換
気
の
活
用
、
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
、
そ
れ
か
ら
ピ

ッ
ト
に
設
け
ま
し
た
雨
水
貯
留
槽
と
一
階
の
受
水
槽
・
雨
水
ろ
過
機
室
に
設
け
ま
し

た
雨
水
ろ
過
機
を
使
っ
た
雨
水
利
用
の
ほ
か
、
窓
ガ
ラ
ス
は
高
断
熱
、
高
遮
熱
化
を

図
り
、
自
然
採
光
に
よ
り
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
図
る
予
定
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

ま
た
、
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
外
光
利
用
制
御
や
人
感
セ
ン
サ
ー
の
採
用
に
よ
り
省

電
力
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

小
高
浩
行
委
員 

そ
れ
ぞ
れ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
先
走
る
時
代
で
す
の
で
、
そ
う
い
う
も
の
に
見
合
っ
た
建
物
で
あ
る

こ
と
を
理
解
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 



三
五 

 

 

 
 
 
 
 
 

併
せ
ま
し
て
、
も
う
一
点
な
ん
で
す
が
、
い
ろ
ん
な
工
事
が
、
今
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

御
説
明
い
た
だ
い
た
よ
う
に
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
発
注
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
お
り

ま
す
け
れ
ど
も
、
今
い
ろ
ん
な
物
価
高
騰
と
か
し
て
い
る
時
代
で
あ
り
ま
す
が
、
現

段
階
で
総
事
業
費
の
見
込
み
と
い
う
も
の
に
対
し
て
は
ど
の
よ
う
な
お
考
え
な
の
か
、

概
算
で
結
構
で
す
け
れ
ど
も
、
も
し
分
か
れ
ば
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。 

新
消
防
庁
舎
建
設
準
備
室
長 

本
事
業
の
見
込
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
一
月
に
構
成
市
町
議

会
へ
の
情
報
提
供
と
し
て
配
布
い
た
し
ま
し
た
建
設
事
業
費
の
見
込
み
に
つ
い
て
の

資
料
で
、
総
工
費
六
十
五
億
七
千
万
円
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
物
価
上

昇
等
の
社
会
的
要
因
に
よ
り
、
現
在
は
七
十
一
億
八
千
二
百
万
円
の
六
億
一
千
二
百

万
円
程
度
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

柿
田
有
一
委
員
長 

よ
ろ
し
い
で
す
か
。 

 
 
 
 
 
 

他
に
御
質
疑
ご
ざ
い
ま
す
か
。 

吉
敷
賢
一
郎
委
員 

ち
ょ
っ
と
細
か
い
こ
と
で
す
み
ま
せ
ん
、
一
点
だ
け
。 

 
 
 
 
 
 

三
枚
目
の
図
面
の
三
階
平
面
図
と
い
う
と
こ
ろ
の
車
両
の
車
庫
、
緊
急
車
両
用
の

車
庫
の
上
の
屋
根
の
図
が
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
こ
に
川
越
地
区
消
防
局
と
文

字
が
入
っ
て
、
屋
根
に
こ
の
よ
う
な
字
が
入
る
と
い
う
認
識
で
よ
ろ
し
い
ん
で
し
ょ

う
か
。 

新
消
防
庁
舎
建
設
準
備
室
長 

そ
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
対
空
表
示
と
い
う
こ
と
で
文
字
を

入
れ
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

吉
敷
賢
一
郎
委
員 

屋
根
の
字
が
真
ん
中
か
ら
こ
う
両
サ
イ
ド
へ
勾
配
に
下
が
っ
て
い
る
と
思
う

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
向
き
で
予
定
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
い
い
ん
で
し
ょ
う

か
。 

新
消
防
庁
舎
建
設
準
備
室
長 

緊
急
消
防
援
助
隊
の
集
結
地
点
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
へ
向
け
て
こ
の
よ
う
な
向
き
で
入
れ
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で

ご
ざ
い
ま
す
。 

吉
敷
賢
一
郎
委
員 

な
る
ほ
ど
分
か
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

柿
田
有
一
委
員
長 

他
に
御
質
疑
ご
ざ
い
ま
す
か
。 

 
 
 
 
 

（
「
な
し
」
と
言
う
者
が
い
る
） 

柿
田
有
一
委
員
長 

よ
ろ
し
い
で
す
か
。
質
疑
が
な
い
よ
う
で
す
の
で
、
質
疑
を
終
了
い
た
し
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
で
消
防
庁
舎
及
び
訓
練
施
設
棟
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
を
終
了
い
た
し
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 

理
事
者
は
席
の
入
替
え
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
新
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
す
。 

指
揮
統
制
課
長 

新
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
整
備
に
つ
い
て
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

お
手
元
の
資
料
三
、
新
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
御
覧
く

だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

初
め
に
、
令
和
五
年
度
の
進
捗
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
昨
年
度
策
定
し
た
新
消

防
指
令
セ
ン
タ
ー
整
備
に
関
す
る
基
本
設
計
に
基
づ
く
新
た
な
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム

及
び
消
防
無
線
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
た
め
に
必
要
な
実
施
設
計
を
業
務
委
託
し
て

お
り
ま
す
。
現
在
は
発
注
仕
様
書
、
整
備
図
面
等
の
調
整
を
進
め
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

な
お
、
令
和
六
年
三
月
十
五
日
ま
で
に
成
果
物
と
し
て
実
施
設
計
書
、
発
注
仕
様

書
、
整
備
図
面
等
が
納
品
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
令
和
六
年
度
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

令
和
六
年
度
上
半
期
ま
で
に
入
札
、
契
約
議
案
の
上
程
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
後
、
機
器
承
諾
及
び
製
作
を
令
和
七
年
度
上
半
期
ま
で
計
画
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
に
、
令
和
七
年
度
の
下
半
期
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

据
付
・
調
整
を
行
い
、
運
用
調
整
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
一
一
九
番
緊

急
通
報
回
線
の
切
替
時
期
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
八
年
二
月
か
ら
三
月
下
旬
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

最
後
に
、
令
和
八
年
度
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

令
和
八
年
四
月
当
初
に
運
用
開
始
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
令
和
八
年
十
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二
月
ま
で
に
機
器
撤
去
・
処
分
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
を
も
ち
ま
し
て
新
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
整
備
に
つ
い
て
の
説
明
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

柿
田
有
一
委
員
長 
説
明
は
終
わ
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

委
員
の
皆
様
か
ら
御
質
疑
、
御
意
見
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
御
発
言
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

よ
ろ
し
い
で
す
か
。 

 
 
 
 
 

（
「
は
い
」
と
言
う
者
が
い
る
） 

柿
田
有
一
委
員
長 

質
疑
が
な
い
よ
う
で
す
の
で
、
質
疑
を
終
了
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
で
新
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て
の
報
告
を
終
了
い
た
し
ま
す
。 

 

○
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て 

柿
田
有
一
委
員
長 

次
に
、
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
を
議
題
と
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 

（
休 

 

憩
） 

 
 
 
 
 

（
再 

 

開
） 

柿
田
有
一
委
員
長 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
次
回
の
会
議
で
は
、
第
二
期
盛
土
工
事
及
び
第
一
期

擁
壁
工
事
の
成
果
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
、
起
工
が
予
定
さ
れ
て
い
る
庁
舎
棟
建
築

工
事
の
工
程
等
に
つ
い
て
調
査
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
進
め
る

こ
と
で
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 
 

（
「
異
議
な
し
」
と
言
う
者
が
い
る
） 

柿
田
有
一
委
員
長 

で
は
、
そ
の
よ
う
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

次
回
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
私
の
ほ
う
で
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
御

協
力
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
で
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
を
終
了
い
た
し
ま
す
。 

 

○
そ
の
他
に
つ
い
て 

柿
田
有
一
委
員
長 

次
に
、
そ
の
他
、
委
員
の
皆
様
か
ら
は
何
か
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 
 

（
「
な
し
」
と
言
う
者
が
い
る
） 

柿
田
有
一
委
員
長 

よ
ろ
し
い
で
す
か
。 

 
 
 
 
 
 

事
務
局
か
ら
何
か
あ
り
ま
す
か
。 

 
 
 
 
 

（
「
特
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
と
言
う
者
が
い
る
） 

新
消
防
庁
舎
建
設
準
備
室
長 

皆
様
に
お
伝
え
し
た
い
点
が
二
点
ほ
ど
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

ま
ず
、
一
点
目
は
、
先
ほ
ど
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
説
明
の
中
で
御
説
明
い
た
し

ま
し
た
が
、
建
設
現
場
近
隣
住
民
等
説
明
会
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

令
和
六
年
一
月
二
十
七
日
土
曜
日
十
四
時
か
ら
、
北
公
民
館
で
近
隣
住
民
を
対
象

と
し
た
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
説
明
会
の
詳
細
に
あ
っ
て
は
、
特
別
委
員
会

終
了
後
、
文
書
に
て
御
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

二
点
目
に
つ
き
ま
し
て
は
、
安
全
祈
願
の
御
案
内
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

二
月
三
日
土
曜
日
午
前
中
に
、
建
設
予
定
地
で
安
全
祈
願
が
開
催
さ
れ
る
見
込
み

で
ご
ざ
い
ま
す
。
新
年
明
け
ま
し
た
ら
早
々
に
建
築
業
者
か
ら
皆
様
に
御
案
内
が
あ

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

柿
田
有
一
委
員
長 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上
で
そ
の
他
を
終
了
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

委
員
の
皆
様
に
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

委
員
会
会
議
録
の
調
整
に
つ
き
ま
し
て
は
、
作
成
で
き
次
第
御
連
絡
い
た
し
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

こ
れ
に
て
散
会
し
ま
す
。 

 

○
閉 

 
会 

 

午
後
一
時
十
五
分 


